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市川金丸’：東北地方北部の円筒式．大木式土器編年と

十和田中諏テフラ（Tb-Cu）について

JpI'.』､Histo砿Bot．

Kanemarulchikawa'：Chr()nologyofcylindricalandDaigi-gakoipottery

andthefallofTbwadaChuseritephrainthenorthernTbhokudistrict

要旨東北地ﾉﾉ北部では細文Ⅱlji代lWIりlから''１１ﾘlにかけで|｣l筒上器文化が拠'1ｉし股|＃lした。細文時代前期における'１１

筒土器文化の誕生には，｜･lIIll火'11から1MＷ|Ｉした|和田中仰テフラ（To-Cu）の降灰が影稗しており，この火111灰の

降下直前の上器群も,,,筒土器文化の延生に深く関わっていた。本論では，これまでに行われた｜利''1''１撤テフラ前後

の埋蔵文化財の発掘調奇を概観し，東北地方北部における降'､f火ｌｌｌ灰屑と純文時代の時期Ⅸ分に簡単に触れ，その後，

,１１筒止器文化と火水式ｔ器文化の細イドの歴史をたどる。そして'1'筒土器のﾉﾘ胎となるｔ器群について検討し，’1'筒下

肘ａ式の誕牛について考察する。また1,1筒|:器文化に併行する大木式上器文化の成立と，′|:Illﾉ:の交流についても検討

する。

キーワード：円筒-t器文化，火水式ｔ器，東北地ﾉﾉ，｜-和田中撒テフラ，編年
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１．はじめに

東北地方北部を中心に細文時代前期から巾期にかけて発

展した'11筒土器文化が1皇体的に分ｲ|iする範囲は，現在のと

ころ、ＩﾉW方が秋田県米代川流域，ｉ脚力が端手県宮1{iIljか

ら磯岡巾を結ぶ線内、北方が北海道渡鳥14烏であろう。分

布の南限としては，能幾半島にあるイiIll県能都町1’〔脇遺跡

から''1簡一ﾄﾞ層ｄ式期の土器が川上している。西限としては，

日本海の111形県沖合の小島・飛鳥勝illiで，’'1筒|州式ｆ器

がＩＩｌｔしている。北限としては，北海道奥１１11‘烏から'１１筒上

l曹ｄ式止器が出土し，北海道内|j州Iではｲｰi狩平ﾘのイi狩

町上化'111卜から|｣l筒上|『!'|式ｔ器がllI土している”

このように円筒土器文化の波及は広がりをみせ発股し，

青森市の|｣il特別史跡三内丸111遺跡の人規模な臨海ﾉｻ』拠点

集落が'11現した。丁度この頃，’'水'11;６には，沖細地方を

含めると９ヶ所の上器文化間が佃性を晩い合っていた。北

方の北海道では北筒式土器文化が、火北北部では''１筒式

土器文化が東北南部では火水式l名器文化が，関東の東

方では浮腸・阿玉台土器文化が．｜州〔から中部11本では諸

磯・勝坂式ｔ器文化が，｜|本海側東北I洲Ｉから北陸では長
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者ヶ原・馬高式l:器文化が，近畿から九州北部にかけて北

'１１川下屑･船ﾉC式上器文化が広がり，九州では'洲I式土器・

阿商式土器文化が股附していた。

東北地方の北部とI櫛部には，純文時代前期から中期にな

ると，土器の形や文様の異なる|:器文化が出現し，北部の

ものは'１１筒土器文化と，南部のものは大木式土器文化と呼

称されている。｜ｌｌＩｊ文化共に千年以上にｕって継続発展した

とぞえられている。両文化の年代（年表）を決める考古学

的方法として，Ｍ１１の累積と１Ｗ位!|'の土器の特徴を比較し

て新・'1｣を決める相対的土器細年学があり，｜'|然科学的方

法としては，柿物・動物・只頗・土壌・火山灰などに含ま

れる炭素などの放射性物質を測定する絶対的年代測定法が

あり，ｌＩｌｊ方法によって細文時代のｲ|ﾐ代が各地で決定されて

土器編年表や，我が''1の先史時代の年表が作成されている。

また，東北地方北部の細文時代前!Ulにおける台地の牌序と

|皇胴と年代を考える時，十llII1火|||の噴火による降下火１１１

灰が先史文化との関わりの''-1で特に注目されてきた。いわ

ゆる時空に時間iliIlIを設定するためのｋｅｙ（鍵）ｌ曾を求める

ことである。今ｌｌｌｌは，縄文時代前期に出現した|｣l筒土器文
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化の誕生に視点を置き，特に自然環境との関わりで，｜･和

田火lllの噛火による十和'１１中諏テフラ（Tb-Cu）と円筒下層

ａ式土器との関係や降「直前の上器ﾙドの特徴などを,|,心に

検討し，これまでの埋蔵文化財の発掘洲査から見たＴ１〔)-Ｃｕ

テフラと前期土器の川上状態について考察する。

２.十和田中掘テフラと埋蔵文化財調査略史

十和川火'11と八II11Hlllを起源とする降下火山灰の中で，

縄文時代前期・中期の111筒土器文化と係わる|和|H,|仰テ

フラ（Tb-Cu）の前後を中心に，発掘調査により検出した

遺枇と遺物の状態や洲街による観察の結果について紹介す

る。なかでも，青森県-|･和田市大字赤沼字守上に所在する

寺上辿跡（県遺跡番脇.06030）の状況について記述する”

発掘洲査当時，十和lllIl1諏テフラは!'Ⅷ浮石として記職さ

れたので、以下ではそのままの呼称で記述する。

寺ｋ遺跡は，奥良瀬川の左岸，標間６０ｍの河岸段丘

上にみられる。遺跡の四方約５１<ｍには青森県十和|,wlli,|,,,,．

中抑集落があり，111抑浮石が発見されて，その名称となっ

た。これまでに発見された遺構と遺物によると，寺ｔ遺跡

は，純文時代早期から前期の貝塚（５３４０±ＳＯｙｒＢＰ）も

発見され，同後期に亘る複合遺跡である。出土した土器は，

縄文|l1i代早期の土器，前期中葉の早稲'''６類土器，表伽

式土器,大木２式上器などと，円筒下＃1ａ式土器,ｂ式l乳器，

c式土器，ｄｌ式土器，ｄ２式土器である。

昭和４０年代以前の状況

この遺跡はすでに1Ⅲ治４５（1912）年に地元の後沢助八

氏の71；き残した「|雌ﾘ｝」の中に記述されている。また'|({和

2８（1953）年には，段斤縁辺に村道を建設中に'11筒下層

式土器などが多量に発見され，その辿物の一部が十和ｌｌｌ市

歴史1も俗資料餅に保衝されている‘

昭和４０年代の調査

昭和４１年に遺跡内の段丘上而に州|+l工事が始まり，表

|xが刺がされ遺跡が壊されたロ十和H|市教育委員会では，

県文化財専門委員の故音喜多富寿氏と，栗村知弘氏，縦者

など，および市職員の安野主事，地元研究家鈴木一|･志雄氏

を動典して踏査した。蹄査の段階では,すでにブルドーザー

による刈土が進み，灰黄笹色の巾抑浮ｲiの層厚は遺跡では

３０～６０ｃｍがみられ，寄せ集められた巾仰浮石は３ケ所

に積み上げられていた。「|i撒浮石は，Ｍを形成している時

は土１１tも少ないが，いったんしまりが失われ，空気が入る

と数倍の土量に増加する。巾諏浮ｲiはすべては除去されて

おらず，所々にはA1(色の径３～Ｓｍで不整|｣｣形の落ち込

みが数ヶ所認められた、その周辺には,に'1諏浮石(アワズナ）

が全体に付着した純文時代前期の円筒下層ａ式土器と同ｂ

式土器が横転して発見された。その後，当遺跡に関しては，

行政側の調査体制ができず，開田工ﾂ『に関する調査では遺

物だけ収集し発掘調査出来ずに終わった。

昭和４０年代の巾抑浮石の年代位満は火'|'灰編年表（松

山’976）によれば，細文時代中期～後期ではないかと考

えられていた（表１)。

昭和４９年４月２２１１～同６Ｈｌ６１Ｉには県教育委典会の

発掘洲f1iを筆者が担当し，地質分野は松'11カ氏が担当した，

遺跡はﾉＵ川右岸で標i1.5100ｍの丘陵北四斜而で，細文

時代後期前葉の竪穴住居跡が発見された。遺跡の地ﾊｳの

層準は第１層から第ｖ卿に区分され，その中の第IvIwが

層厚約２０～３０ｃｍの!:'１仰浮石（通称アワズナ）と確認さ

れた。に'1抑浮石屑上而からは竪穴住ハト}跡が伽り込まれてお

り，壁Iiliは浮石のためⅢi落しやすく，粘|を貼り巡らして

防いでいた。遺跡の南側に５００ｍ離れて所在する五ｊｉｌＩｌＪ

古街道腿根遺跡の発掘I澗査では，純文時代後期の十腰内Ｉ

式土器が中抑浮石上而から発見された‘この両遺跡の洲侮

により，後期前葉のｔ器を用いた生活が明らかに巾抑浮石

の降ド後に行われていることが判明した。

昭和５０年代の調査

昭和５０年に発掘訓査された三戸郡三戸町泉111遺跡では，

縄文時代中期のフラスコ咽ピットの覆土に灰黒色によごれ

た巾抑浮ｲfが埋士として川いられていた。

昭和５７年Ｓ月１０１１～'１１６月ｌＯＨまで上北町と県立郷

土餅で発Ⅲ柵査した上北郡｣北'''1古雌蚊貝塚は，純文時

代前1ﾘlの|｣1筒下層ｄ式上器～中期末の入木ｌ０ａ式１２器を

伴った複合遺跡である。遺構としては，前期後葉の''1筒下

層ｄｌ式期の竪穴住卜I;跡や，フラスコ型ピット，埋設|名器

などのほか，貝塚を伴っていた。第１号蝶穴住肘跡（|｣l間

下屑ｄｌ式期）の床|iiiでは，中諏浮ｲTが11,1iり床の中に蚊き

つめた状態で発見された。

昭和５７年と同５８年に発掘調査された十和田市明戸遺

跡では，円筒下層ｄｌ式土器が第１Ⅱル↑（中撒浮jrT）－|:ｌｍ

から棚瞳出土したほか，第ⅡI層上部には同期の土器が直

立して埋設されて出土した。

昭剛５７年（1982ｲ|皇）の十和田市ｲ||坂遺跡の発M1l洲査

では，第Ⅱ層中廠浮ｲｰｉ（層厚２０ｃｍ）下と第１Ⅱ屑黒色-ｋ

屑の上部から土器片６点が出土した。これらの士器は純文

時代|iii期の早稲田６狐土器に比定されている。

十和田市寺上遺跡の調査

Ｖえ成８（1997）年と同９（1998）年に、前述した'一''111

市寺上遺跡において，一部道路改良工11ｉに伴う埋蔵文化財

発ｌＩｌｌ洲代が実施された”調査の成果として，遺構では，純

文時代|)ij期の円筒下Ⅳ１．式期の竪穴(ｉｉ居跡２棟と，１畠坑
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|利ｌｆＩｂｌ嫌下火山灰膳

炉跡は無く，出ｋ遮物は土器２個体で，時期は''1筒下層ｈ

式土器であった。したがって縄文時代前期後半と考えられ

た⑪

３２基，溝状ピット１６雄，焼ｋ遺構６蛙が発見された。出

土遺物では縄文時代の土器片が８１６８点と石器４０２点が

川-こした。時期的には，縄文時代早期の小舟渡平式土器

と，白浜式土器，物兄台式|器，早稲'''４類（赤御堂式土

器)，早稲'１１５類，および前期の表館Ｘ式土器と，長七谷

地III群'二器，早稲、６類土器，表館式ｋ器，深郷H:|式|皇

器，大木Ｚ式土器（2a，２b)，’'1筒下屑ａ式土器，ｂ式土

器，ｃ式土器，ｄｌ式土器，ｄ２式土器などが川上した。遺

跡の層序は，第１胸から第VnI解に区分された。このうち

第1Ｖ層はl-l-1諏浮荷で形成され，層厚は３５～７２ｃｍがみ

られた。この層位をrlI心に，上部に発見された土器と下部

から発見された土器について，次のような成果を得た。

２）中撒浮石の下部から出こした土器

出土した土器は，縄文時代liI期と前１ﾘlの土器類であった。

この中で岐も中撒浮石に近い土器型式群として，早稲田６

類と，表館式土器，大木Ｚ式ｋ器（入木Ｚａ式を-膳体）が

出土した（図１)。

3）第１Ｖ層仲仰浮石）に係わる放射性炭素年代

補正'‘ＩＣ年代試料

5670±７０第Ｖ僻上（腐植質土壌）

５３４０±５０円筒下岬式期貝塚の貝類

4610土７０第２号螺穴住居跡の床直（炭化物）

Ｓ150±１００第ＶI牌炭化物

ｌ）中仰浮石の上部から出土した遺構と１１器

第１号蝶穴'住居跡：平面形は楕円形で良径７８８ｃｍ，短

傑６２０ｃｍ，確認而からの深さは娘大３２ｃｍ，炉跡は地床

炉２基，出-|含遺物の時期は|｣1筒下層ｄｌ式-t器が||｜こし，

純文時代前期後半の竪穴住届跡と考えられた。

第２号竪穴住居跡:住居跡の確認は,第1Ｖ層（rl棚浮石）

の上面から掘り込み而が確認された。平Ini形は楕円形と推

定され,規模は確認部分で長径325ｃｍ,短従262ｃｍであっ

た。床面は､r岨で確認|前からの深さは最大で５０ｃｍみられ、

以｣息が，｜･和lllI1j守上遺跡で現在明らかになっている第

１Ｖ層中販浮石と遺椛・遺物との‘係わりである。

ここまでは中仰浮石と埋城文化財の発見とその'+}土状ﾙ'1,，

それらの発掘調査と観察所j,ILを記述した。その後，中諏

表１‐'一和|||火山新期火山灰層群の放射性炭素年代と進跡の文化岬包含遺物(主に土器)との対比(1976年２１１２９日松''1）
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｢llfl

〔早期？

|鵬J１|M部浮獅側 (ゴロタ）８６００土２５０（･ﾄ叩
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古学的に検討.している。昭和６１（1986）年には福、l友之

氏が各地域の事例を集成し，rl-I仰浮行について埋蔵文化財

との関係と降下時期などを予察し，その問題点について興

味ある提言をしている（冊11,1986)。

また今年（2004年）になって「岩手県内の発掘調査戦

浮消についての兄解は改訂され，松'11ﾉJ氏の努力によって，

十和田火山完新世火山灰の編年表として現在まで数|川にわ

たって提示されてきた。また,Wi橘/j･右術門氏ほかは昭和５８

(1983）年に，これまでの発ｌＩｉｌ洲査1棚を参考として，故

大池昭二氏などの火山灰編年（テフロクロノロジー）を考

図１１－和lllT1群上辿跡で|和'十I中緬テフラの上部．‐ド部から出･ｋした細文時代前期の-1二器

、鍵#|ノ

髪諺；

上部出十十器

1４２

［

恥
‐
別ｎ

Ｆ
。

０
．

下部出十十器



東北地方北部の''1筒式・火水式上器細ｲドと｜和田'|抑テフラ（Tb-Cu）屑について（'|i川金丸） 1４３

例からみた｜和|+'１１１抑テフラ」をテーマに，星雅之と須原

拓の両氏は，共同調査により，東北北部を中心として，岩

手や，青森，秋｢｢Iなど広範な地域における十和田Ｉｌｌ抑テフラ

(Tb-Cu）の辿跡,洲査の成果を取りまとめ，Tb-Cuの分ｲljと，

地形的区分，光1,iLされた遺跡の辿椛と遺物の-12器細年を堆

準として，中州浮石下前後の状況と降下時期などを，研究

史を含めて総合的に考察している（星・須原，2004)。

以上，資料的に少ない状況のもとで，｜･和田中抑テフラ

の位置と，鮫も近接した先史文化の時期を把握するために，

記述と考察を進めてきた。人略は，まずこれまでの東北地

方北部の資料の分析から明らかになった。今後は，｜和Ｈｌ

ｌｌ１仰テフラの降下による同然蝋境の変化と文化の動lhlにつ

いて，細部にⅢって学際的調査と研究が必要である。

３．第四紀火山噴火堆積物と埋蔵文化財

十和|刊火lllと八''11干|山を|間l-l肌j1としたテフラ（tcphra）

を基に，東北地方北部の地形や鮒|ﾙ|系，土壌などの地質学

的研究は，１９６０年前後から，松井健や．中川久夫，故大

池昭二，松111ﾉJ’七崎修，山口義仲など，多くの地域研究

者を中心に進められた。また東北地方節|ﾉLI紀研究グループ

などにより，東北地方北部の各地域の火'11灰の分ｲ|収|や地

質柱状図，火'１１灰屑序表，あるいは各火山灰屑の炭紫年代

測定や完新lIl:テフラ編年表などとして，数多くの研究成果

がこれまでに服告されている。このような地質学研究を花

体とした調代によって，テフラと埋蔵文化財である辿構と

遺物に関しては，iillj学に共通な年代堆準を追及することに

なり，背餓にある完新世の地史や､'1時の|星l然環境と，先史

時代や歴史時代との関係がより鮮|ﾘlになってきた。特に東

北地方北部の火山活動を中心とする第１ﾉLI紀の地質学と考TIT

学が共同で作業を進めるようになったのは，我が1K|が社会

的経済的にヒサ'ﾘﾘlを迎え，建設や上水工事に伴うｲj:政発掘

洲査が盛んになった昭和４０年代後半に入ってからで，埋

蔵文化財の発Mll洲資におけるiIlIj学の協力へと発展した“

東北地方北部では，故大池昭一氏（大池1972）は，

縄文時代から歴史時代の降下火ｌｌｌ灰隅の区分や噴出年代と

縄文時代の時期の関係を，放射性炭素年代と土|酬怖をも

とに，次のように考察し区分している“

ｌ）ニノ倉火|||灰

噴出年代は純文時代早期初葉～同巾葉（約９()()０年前）

と推定している。

２）南部浮ｲｉ

本浮石ｈ１中の樹幹の炭素年代は８６００±２５０ｲ1ﾐＢ,PLと測

定されている。本浮石の直上とｒ〔1,.から縄文時代の１１ﾘﾘl巾

葉の遺跡（三)『町寺ノ沢遺跡）が発兇されている。

３）I11lllI浮石

岐出年代は炭素年代測定仙から約４０００年Ｂ,PLと推定さ

れる。考TI｢学的文化屑との肘位関係についての詳細な報告

はないが，縄文中期の遺跡を覆い，直上から仙文後期初葉

のi1lI付式ｔ器（大湯式１２器）を出土する“

４）｜和'1ｌｂ降下火111灰

噴出年代は縄文時代後・晩期～弥′|§時代（2000年前）

と推定される。

５）Ｍﾐ'1111ａ降下火111灰

水火|||灰は岩手県二)-｢巾掘野遺跡で検出された竪穴住

居跡（上師器時代，ＡＤ８１０年頃）を覆う。また西麓の

鷹ノ巣盆地でみられる毛賜内浮石流凝灰岩が胡桃館遺跡

(平安時代末期）を埋没させている｡したがって当火山灰

のＷＭ畠は，約’千年前と推進される，

以上のように完新世テフラは５期に分けられ記述されて

いる。火ｌｌＩ灰や浮石などの分布と，色調，鉱物的特徴など、

地質学的な内容についての記述はここでは符略した。現在

では，，'1f小牧火山灰（口弧山）なども青森県の平安時代の

竪穴住ＩI+跡に係わるものとして付記しておく｡また，これ

らは昭和４８年以前の資料を主体としており，その後，現

在までの発掘調査や地質学的研究の発展により内容は大き

く変わっている。

４．円筒土器文化と大木式土器文化の

土器編年表作成の経緯

Ｈ本llAIjの新石器時代，細文時代前期・''１期には，北方

から南方にかけての９地域において，独特な地域土器文化

が誕生し発展した｡その文化は，急にその地域に誕生した

のではなく，母胎となる上器文化がその前にｲＭﾐしており，

周知されている元本論で対象とする東北地方北部の'11筒土

器文化においては，東北地方南部の大水式l名器文化の影響

を受けて、円筒下層式土器が成立したものと号えられてい

る。’'１期前半には円筒｣刑式1ﾐ器が出現したとされている。

巾期後半には，円筒土器の特徴は失われ，土器の器形と文

様が変拝し，Ｈ筒1器文化の時代が終わりを告げるのであ

る。この後，継続したｋ器文化の特徴は，東北地方南部で

発展した大水式土器文化が北部の円筒上器文化に影響を

与えたものであり，土器l紗Ｗｉも大木系土器として東北地

方北部の上器編年に位i樹づけられ，南部の火水式土器編年

と比較対応させて時期区分がi没定されている，この時期の

土器文化を代表する遺跡は．東北地方北部では，lIil特別史

跡指定の臨海型人規模拠点集落である二内丸111遺跡（青

森市）や，富ノ沢遺跡（|北祁六ケ所村)，ニツ森貝塚（上



表２１９２９年の細年表
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北郡天間林村),ｲT神遺跡（西津蝿郡森田村),大平遺跡（|Ｗ

津軽大鰐町）がある。東北地方南部では，大木式期の大規

模集落遺跡として，秋旧県の天戸森辿跡（鹿角市花輪）や，

岩手県の西田辿跡（岩手県紫波ⅢI)‘宮城県の大木州貝塚

と嘉倉遺跡などがある。

こうした遺跡から発見される遺椛と辿物には，時に地域

と外来の二つの文化が認められ，それぞれに地域的消長

がある。土器文化の広がる地域文化|准|を|ﾘlらかにする上で

も，地域間の時間差を求めるためにも，土器や遺構の特徴

と，その変異を兄極めることが大切である。

遺跡は，時空のI|'に存在する。この時間軸を最も反映す

る遺物としてｔ器が選択された。土器は，複数の機能と州

途と考古学的意味を持っているr,特に器形と文様の多様化

の中から模式化されⅢ式として分頬し，製作された|I側を

放射性炭素年代などで特定して土器編ｲドを組立てる。それ

は，当時の生活文化の背景と歴史を支える規範である。規

準の作成にとりかかったのは山内清ﾘj氏であって，特に東

北地方の北部と南部における縄文時代の「土器編年表」の

作成に努力された。歴史年表に代わるものとして，「全Ｉｌ１

各地域」における|器編年の確立が必須な要件であるとし，

Ｈら土器編年表を作成し，「大別から細別」をテーマに考

古学の規範を論述した（山内．1937)。

表３縄紋土器型式の人別（1937年）

陸前

を発掘調査し，iIlj辿跡から出土した土器の器形と文様など

の特徴から，昭和Ｚ（1927）年１月に長谷部氏は，「円筒

土器」と「円筒土器文化」の名称を出上土器に付した（長

谷部，1927)。一方，’'1内氏は発掘調査に肘位学技法をと

り入れ，出土した土器の文様の特徴から文様柵系統と文様

原体を解明するなど、上器の保有する特徴の解析に努力さ

れ，東北各地の発Mll訓育を行った｡

東北地方南部では，′寓城県仙台湾周辺に多くの貝塚がみ

られるが，中でも宮城UIL宮城郡七ヶ浜に所在する国指定史

跡「大木岡貝塚」が火水式土器の標識遺跡として学史に残

る菩名な貝塚である。辿跡は縄文時代前期・中期が喪体の

複合遺跡である。東北南部の前期・中期の土器編年のなか

昭和２０（1945）年以前の土器編年の経過

大正1４（1925）イ|ﾐ４月には長谷部言人氏（東北帝lfl大

学教授）と山内滴り)氏（同学部）らは，日本海に面した陸

奥国津l怪郡ﾉNl内にある通称オイセドウ旦塚の２地点を発

掘調査し，辿物（円筒下層式土器など）を検出し記録した。

翌大正１５（1926）年４１jには太平洋側の陸奥国三戸郡是

川村中居に所在する中居貝塚（現在一王寺貝塚）の３地点

表４『口本原始美術ｌ』所収編年表（江坂輝蝿による；

1964年）

関東
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６
ｂ

１．１
１
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・・・・・・・槻木１

繊維Ａ(茅111）・・・・・・・・Ｚ

Ｂ（照谷群）・・・・・・・大水１．．．

２

諸磯 ａ ３

４

ｂ Ｓ

阿玉台６

７

加曽利Ｅ’ ○

加曽利Ｅ２．・・・・・・・８．．．

加曽利Ｅ３９

１０＝境Ｉ

陸奥

巾居貝塚Iａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ａ
０
Ｄ

Ｕ
ｌｌ

東北北部 東北南部 関東

前

期

ムシリＩⅡ
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〃ｂ

〃Ｃ
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ａ
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、

丘
へ
１
７
－
７
↑
３
４
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Ｐ
３
／
ｂ
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ｗ
ｆ

木

室
大

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉノ

ノノ

ノノ

花横下層

側山

(文蔵）

!ｕ 浜’６，、

諸 磯ａ水子

〃ｂ矢 上

四枚畑

〃ｃ草 花

十三菩捉

''１

期

円筒｣J脚ａ

円筒|-J筒ｂ

円筒上料ｃ

円筒l州．

榎林（雌花）

大木７ａ

〃７ｂ

〃８ａ

〃８ｂ

〃９

〃１０

凡価ヶ台：下小野

１

２

３

２
３

１
１

勝坂：

阿恨台

加1,杯IlE

陸奥 陸
←コーヱー

Flll |淵束

一hヱＣ

ｌｊＩｊ

Ｍ１ｌ

同筒土器

下層式

(４型式以上）

索 漬

大木1

〃２a,ｂ

〃３－５

〃６

蓮
川
式’

花積下

開山

黒演

諸磯ａ，ｂ

|･三坊皇

ｌｌｌ

期

回筒上牌&’

〃 ｂ

(+）

(+）

大木７ａ

〃７ｂ

〃８a,ｂ

〃９，１０

御領 壷

|IilI玉塞・勝坂

川仲利Ｅ

〃（新）



＃〔北地方北部の|｣l筒式・大ｲく式|:器編年と｜和'''''1撒テフラ（Tb-Cu）１Ｗについて（Ili川金AL） l４Ｓ

で．この遺跡から出|こした土器群を幣珊分析して大木式土

器の編年が設定された。

大水|ｊ胆塚は，松本彦七郎博止（東北帝国大学教授）に

より,大正９（1920）年に発掘洲１１tされ,長谷部荷人氏（東

北帝lEl大学教授）が火１１皇１０（1921）年に洲介し，清野謙

次博士（東京帝|_lil大学教授）によ')火Ⅱﾐ１４（1925）年に

発’１１が行われている”

111内iIIi男氏は，中1,1}ｕ塚の発州11の次の年，'1｛州1２（1927）

年に大木ljl:|貝塚の光Mll1凋査を始め，’1ｲ{''３（1928）年まで

Ａ～Ｅ地点の５地点の発掘洲代を行った｜|||ﾉ､l氏の発伽洲

査は，地層の層序を時|Ｈ１軸として|W位におけるIll土遺物の

特徴を他の暦位出土の上器と比較して１２器編ｲｆを組立てる

方法で，両遺跡がそうして発Mll洲iIrされ，東北地方南部と

北部の土器編年が作成された｡|｣l内氏自縦の土器細年表(表

2）は，当時発掘洲代に参加したｲﾉﾄ東信雄氏によれば，伊

東氏の手許に残されていた。

この表には，関東と，陸前、陸奥に分けて古い時期から

新しい時期に向って土器珊式が仙み'同ねられている。東北

地方北部では．ＩｌＩＩＩｉｌ貝塚が記述されている。咽式名は中居

貝塚となっているが陸奥|玉'三)『郡大字l-lIﾙ､十字・1ﾖ寺であ

り大字名を付したものであろう。ルI!‘ｲl§は一王制1塚である。

昭ｲ''４（1929）イドには,llllﾉWiIiﾘj氏によって,すでに|ﾘﾘ東一

|I'師１－陸奥の土器編年表の基礎がlll来ていたのである。現

在のｌｌＩｌｊ文化の土器編年表もこのような経過をjIL猟に作成さ

れている。

このように土器細年は，llIlﾉＷｌｌｉﾘ)氏によって，刺|本か

ら北海道にかけて同時期の土器僻を広域的に比較して，確

立されていった。これは，考古学が歴史学として発峻して

行くための基本的作業であり，それを実行し考察した卓越

した先兄性は，我々が学び努ﾉﾉすべきものであり，その/ｊ

向性や方法と，一連の行動と珊諭は，研究荷にとって最高

の贈りものとなった。

５．円筒土器出現の前期前半の土器群

青森ﾘ,(；における前1ﾘl前半の士器柵ｲ'２は，現ｲlﾐ，炎館Ｘ群

から始まり表館Xll榊,表餅XlIl僻,長七谷地111作,表館

芦野１，Iil稲田６熱，深郷'''’’'1問ドバ''ｉａ式，ｌＩｉｌｂ式，ｃ式，

ｄｌ式，ｄ２式と編年されている！ここでは，十HIH|火|||峻

火によって降下した｜･flIlllIll抑テフラ（To-Cu）と雌も関係

のある円筒下層式ａ式上器を'''心に，’11簡上器文化の誕生

について予察してみる。

東北地方北部では縄文時代前lUll1l卿こ'11筋'2器文化が

誕生し，中期中葉まで凡そ一千年|ﾊ１，生活文化を発展させ

た。東北地方北部の土器編年から号えて，前期前半に出現

し，岡史跡長七谷地貝塚から川上した長七谷地lⅡ鮮上器

はそのﾉﾘ胎の一つである。一ﾉﾉ，’11時期の東北地ﾉﾉ南部に

おいて最も近似する土器は上川名Ⅱ式１２器であり．この土

器は関東地方の化積下'１，拭土器と共迎の特徴がみられる｡

現在，iIf森県八戸Iliに所在する国史跡指定長七谷地j,1塚

は，昭和５２（1977）年に節一・次発ﾙlli淵査が，そして昭和

5３（1978）イドに第二次光ＭＩＩ,淵行が実施され，縄文時代早

期の貝塚と喋穴(ｉｉ届跡，および土器などの多量の遺物が出

+2した。このI|'に細文時代前11ﾘlの災|_r芥地IⅡ群土器が発

見された（ｉ森県教育委側会，1985)。

この土器の器形は，Ⅵ－１縁で丸底形深鉢形である。文様

は０段多条純文と撚糸文がみられ，’1噸部の文様は枇走細

文で，撚紐による押捺'''1線文からなる文様帯がみられるも

のや，口縁部の数糎帆を無文柵としIil部文様帯との|H1に刻

みのある細隆帯を巡らすものがある。’1111部文様の主体には

横帯非結束羽状細文が多川されている。なかには，IllIil部下

半に横走する縄文や交差状純文もみられる。この土器の発

見によって，この時期のＩ間北の上器咽式は結びつき，北海

道渡島地力で「桔梗野式」と呼ばれるｔ器で，函館や千歳

巾などに広がりをみせているものが併付することが|ｿlらか

となった。蛙し谷地辿跡からは「東釧路1Ｖ式」土器も発

見されている。器形は丸底形深鉢形で11縁はやや小波状口

縁で，文様は横位に股州する２本合わせの撚紐による木目

状撚糸文を1ｉ体とするl1TlIh<文である。北海道奥尻烏の松江

遺跡（佐藤，1983）などの此伴'剛'1から，長七谷地'Ⅱ群

と前後する時期に,隆線l1lli付の「中茶路式」や,羽状撚糸文，

交差状縄文の「網文式」などとの共作関係が把握されてい

る。このように北海道では，良一|_j谷地111僻に桔梗野式や，

中茶路式．束釧路1Ｖ式，綱文式などが併行すると考えら

れている。

東北地方北部に隣接する満子県北部地域では，熊谷常正

氏の集成（熊谷，1989）によると，滝沢村湯舟沢遺跡（滝

沢村教育委凶会，1986）や仏沢川遺跡（滝沢村教育委員会，

1987)，雫石町桜松遺跡（'|'川，1982）で併行関係がみら

れる。東北地方南部では，何城県で，上川名上層式が関係

があるものとして把握されている｡

関東地方では「花jlilil､刑式」と併行関係にあるものと考

えられている。このように，東北地方北部の長七谷地III

群土器と対応する土器を求めると，束'1本から北海道に広

範に広がる１１jlﾘl上附+僻の様相が浮かんでくる。

長七谷地lⅡ榊に続くものとして，東北地方北部では，

_具沢市のIIL稲'11貝塚ＩｌＩ上の11L稲I{１６類（a，ｂ，ｃ）と六ケ

所付の表飢辿跡ＩｌＩｔの炎飢式土器が考えられている。この

うち表餅式上器は，当初，１１f森県六ヶ所付表館遺跡（佐藤．

渡辺，1960）や，三沢Ilj姉沼遺跡（MaCCord、１９５５)，

尾駁出士土器（明治大学戯)，金木町ﾉﾘ『野遺跡（名久井，

1971)，野1111塚（岡ｲ真ﾘ〕洲伽で注|｜された。現在では，

表館式土器の広がりはｉｌｔｌ剛山方に多く，ＩＴｌ稲田６類は県南
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地方から北海道々南部地域に広がることが明らかになって

いる，

従って，表餅式|器と早稲H１６噸土器群は同||洲に存在

し，イE地性の早稲'''６類は太平洋岸地域に分布し，表館式

土器僻は関東地方・東北地方南部からＨ本海沿岸に広がり

をみせると考えられている。現在，撚糸主体に施文する深

郷|||式土器の分布は，太平洋沿岸に少なく，日本海側に片

寄るが，この原|大|を｜･||田火llIlM1i火による巾倣浮ｲiの降下

の影群とする考えもある（工藤，2002)。

６．「円筒下層ａ式」誕生への道すじ

前述のように，」,１.稲山６類l名器と，円筒下肘ａ式土器の

直前に位置づけられる土器との間には，土器型式相互の型

式学的な断絶が大きく，その間に数型式の土器が介在する

111能性が認められた“

武藤（1988）は，円筒下層式直前の土器を，器形や文

様の特徴などから節１類～第３熱に区分し，これらの土器

から''１筒土器が誕生することを予察した。

第１類土器：平縁の口縁部形態をもつ尖底深鉢形の土器

群である。文様補は11縁部直下に刺突文帯が形成されるも

のや，胴部に数柵の結節回転文をもつもの，１１唇部に刺突

文が施文されたもの等が存在する”地文は単節ないし複節

の斜行純文が主体となり，結節羽状細文や撚糸文が施文さ

れた'２器も共伴する。

盗料出土の遺跡には，青森県表館遺跡，同寺ノ上遺跡，

同和野前山遺跡，洲手県上里遺跡，同沢内Ｂ遺跡、｜ril仏

沢辿跡，秋'-11県'111遺跡がある，

第２類土器：平縁の|｣縁部形態で，尖底ないし平底の土

器である。文様はI|縁部に狭く不終撚糸文帯が形成される

ほか，胴部にも枇位に数条の狭撚糸文帯が施文される,地

文の細文は単節の斜行縄文が主体となるが，結節羽状縄文

の施文も顕著である。また撚糸文的半数の個体に施文され

るようになる。このDj(体は条の細い縄を密接して巻付けて

いる点に特徴がある，

平底の器形が出現し，平底と尖底が相半ばしていること

が第２類土器の特徴の一つである。平底の個体には羽状

縄文が，尖底の111i1体には撚糸文が施文される傾向がある。

資料出土の遺跡には，青森ﾘ,!;上尾駁（１）辿跡（ｃ区)，

|司砂沢平遺跡，器乎県沿久保辿跡，同桂平遺跡，lril上里

遺跡がある。

第３類土器：平縁あるいは低平な４単位の波状縁の11縁

部をもち，平底ないしは底部外縁に張り出した小平底の形

態をもつ土器である。また極めて他かではあるが尖底の個

体も存在する。文様帯の構成に関しては，大部分が1-1縁部

文様帯をもたないが，口縁部に２～３条の絡条体の抑圧

文が施文されるのがある｡また器而調整として，内而に条

痕が施されるものがあるが，特定の傾向をもって洲現する

ことはなく時空的な指標にはならないと考えられる。

資料出土の辿跡は，青森ﾘ,!:碇ヶ関村永野辿跡，同金木町

）UflIf遺跡，十llllI1lj｢寺上遺跡，料手県'|』';';'根Ⅱ遺跡，同

ﾉ〔庵ⅡI遺跡、同ｋ'１１遺跡，同沼久保遺跡などがある”

このようにl1liWi下屑ａ式土器の直前型式土器群について

もいまだ結論を得ることができない状況である。最近の資

料の｢'－１では，」:述の資料のほかI1f森県階Hl1Il坐1(4遺跡や十

ﾉ||旧巾寺'三遺跡なども円筒下ｌＷａ式の誕生の経緯を物語る

資料と筆者は考えている。そして地層の鍵咽として中諏浮

ｲiが役割を果たしてくれると考えている。

７．大木式土器の様相

縄文時代前期から中期にＨ本列島に出現する９ヶ所のｔ

器文化圏のうち，北海道では北海道前期円筒式上器文化が，

東北地方北部では'１１筒土器文化が，東北地方南部では火

水土器文化がI11lJし，相互に影郷を受応しながら発股する。

大木式土器文化の直前型式土器

ｌ）上川名Ⅱ式上器

器形は深鉢ﾉMで，土器の胎土には植物が混入されている”

文様は'二l縁部lIIil辺に文様柵をもつもの，地文のみのもの

などがある。文様帯には，撚糸圧痕文や，沈線文、ＩｌｌＩｊ者の

併川による撚糸沈線文，ループ文，貼付文，刺突文などの

細み合わせによって菱形状や，111形状，ワラビ手状，円弧

状といった多様な装飾文様が施されるのが人きな特徴であ

る。文様帯はすべて横位に展開し，口縁部に１段施文され

る場合と，Iliil部上半部まで２～３段にわたって施文される

場合があり，１１怖祁や口縁部に｜州に刺突や刻目がつけら

れたものも多い。

地文のみのものでは，羽状純文や単節斜細文が多数を示

している。羽状細文には，結束羽状縄文と非結束羽状縄文

のIIllj方が存在する,単節斜純文では０段多条のものが大

部分を占める。他に撚糸文を地文とするものもある。底部

にも文様が施文されている。文様帯や口縁部に刻日などを

もつものが減少し，羽状縄文では結束羽状細文が主体を占

めるようになる。

２）大木１式土器

上川名Ⅱ式にあった1-1縁部に文様帝をもつものや，撚糸

圧痕文や，沈線文，刺突文，貼付文，および地文に撚糸

文が施された|皇器はほとんど姿を消し，ループ羽状縄文の

多川が目立つ。ループ文は，１１縁部に末端が皿層して数段
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横位にｌｎｌ転施文され．口縁部文様帯的な効果をあげている。

羽状縄文では非結束羽状縄文が主体をIliめるが，原体が多

様でしかも異なる原体を横に交互に施文して菱形状の文様

にするなど装飾的な意図さえうかがえる。こういった羽状

縄文の臨行は関lll式などと軌を・にするものであるが，関

lll式にみられるコンパス文や各価沈線文，イポ状11,'i付文な

どの文様要素がまったくとり入れていない点ではきわめて

地域性の伽い土器といえよう”底部外Iiliに施文されたもの

の比＊は，この型式ではかな'川iい“

３）大水Ｚａ式上器

羽状純文やループi文．斜細文などのlIl肱縄文や，底部外

1mの伝統を残しながら．’1縁部文様柵や沈線文貼付文など

の装飾文様がふたたび出現する。

’１縁部文様柵にはｲく整撚糸文や．交亙に逆結びした多段

結節回転文，幅広の平行沈線文，多段連続刺突文，平行

沈線と山形（波状）沈線による文様が施文される場合が多

い。また'1縁部の突起や波状部分に縦位貼付や鰭状Ｍｌｌｉ付文

などを配したものもある。沈線文としてはほかに櫛||状文

や，コンパス文，竹管'11文，押引文，斜絡ｆ文などがある。

地文にも新たに網|l状や，本||状（羽状)，典:凡状など各

棚の撚糸文が出』,'し鴨行する”なかでも，休部全而に此込ｌｊ

状撚糸文が施文されたものが多い

円筒土器文化と大木式土器文化の境界

111内iIIiﾘj氏は，大木式土器文化と''1筒上器文化の境を磯

岡Ilj米内遺跡から川|皇した土器を観察して，その附近と考

えられた。

昭祁２８（1953）年には，草間俊一（''1立消手大学）と

占田義昭（嘘岡市立中央公民館）のil1Ii氏は，北上川と馬測

川の|H1の中山分水嶺附近をIIlIj文化の境界とする旨を発表し

た。昭和３１（1956）年には，岩手県にあっては，宮古附

近と擬岡I1j附近を結ぶ線が両土器文化の分ｲijの人体の境

界であろうとされた。

111内氏の説に対して，小片末治氏（'1《lf/:岩手入学）は，

''''１１分水揃の境界説に反対された。その剛''1としてW洲ｌｌｉ

人餅堤にmlj型式土器が川土したことを証ﾉEとした“その資

料は決定的な黄料ではないが行過ごすわけには行かない，

このような号えに対して，’1冊'1３２（1957）年８Ｉｌｌ３１１鈴

木孝志氏（国学院大学学際|ﾐ）によって，秋'１１県松尾村水切

場遺跡が発棚‘淵査され，遺跡が前1ﾘl末災の時期に，’11筒系

土器の多く分布する範川内にあった里lＩを示された。特に純

文時代前期末の'11筒下肘ｄ式１２器がi｛体で，東北地/j南

部の大水６式に近似する土器もあり，なかには入水式土器

の影響を受けた円筒土器もあって，この地域は２つのｔ器

文化が混合しながらも，’１１筒上器文化の淡い地域であった

ことをホした。Ｉｌｉｌじく，秋田県鹿角郡八幡平村字宮川に所

在する清水向遺跡も水切場遺跡とlIil様''1筒系の遺跡である。

このi三体性の境界は川上土器の約５０％以'２をI1iめること

で認められるとされた。｜』l筒|を器文化の中心地域である東

北地方北部でも,例えば大水Ｚａ式土器は,昭和３２年(1957

年）の八)二『市''計遺跡の発仙11,洲代で'１１土している。平成

２，３年の八戸Ili鮫ｌｌｌｌ,沢Mll込辿跡や，平成元（1989）年の

三ﾉー Ⅶ州|:村|'仰辿跡などでは，入木Ｚａ式や，火水Ｚｂ式，

''１問下刑副式、折衷形の141脈式などが出|食している“大水

2ｂ式は，ｌｌｉＩ州'５４（1979）年に八戸'|i艮七谷地（２）辿跡

と/L)ｒＩｌ｣駒袋遺跡から川|きしている。

このように両文化の士器の波及は，イ'1/Iに広がりをみせ

ている。二戸郡福地村餅野遺跡からは，’'1筒下肘ｂ式土器

の1-1縁部文様帯に横位に催側する水|l状撚糸文がみられる。

１Ｗ和４１（1966）年６ノｊ６ｎに山内清男氏は「施文原体

の研究」ノートに，「礁岡付近は，円簡文化と大木文化の

接触地にて，ｌｌＩｌｊ荷の混用の土器が多い。円筒下肘式に繊

維の混入のないものもある。円筒下購ｄ式は，文様椛広く

その間に側面に押すいろいろな文様がI|}てくる。円筒｣:層

になると隆起線の発達と共に複雑化している。円筒土器は．

|剛4の加曾利剛i:行期で終るか。この11111而をｌＩ|'す文様は，

川l仲利Ｅ1k行ｌりlの１２器の１１縁iWIにみられる」と述べている．

いずれにしろ本州北部を附北に縦断する北上川と,|剛||川の

ｉｎ岸は時llLIlを|Alわず/|ｉ洲ｉｌｆ報のネットワークにおける枠線

の文化ロードとして光股したものであり．そこにある辿跡

にはI櫛北iIlIi文化の様机と推移が色濃く隠されているものが

多い。

８．まとめ

東北地方北部では，縄文時代前期から中期にかけて円筒

上器文化が誕生し発腔した。同時期の東北地方南部では大

水式１２器文化が発峻する。この両文化は，多分、交流・交

易などを背媛に相互に生活文化に影響を与え合ったものと

思われ、特に土器に強くその反影がよみとれる。Ｉｌｌ１ｊｔ器文

化の新・旧を考ＴＩＴ学的方法で解|ﾘ}すべく，士仰iの堆横ｌｆか

ら出土した'２器の器形と文様の特徴をIＩｲ位的・ﾉﾘ』式学的に

幣'''1分析し『上器細年表』として岐初に完成させたのは山

内清ﾘ)氏（1929年）である”111内は，ここに近代考iIr学

のjlL礎として，先史考古学の方法論を提示し，雌史学への

道すじをつくった。

この先史文化の時空のJ1畔は土器をiﾐ体としたｔ器型式

学的論証へと発峻し，現在．東北地方北部地域では，縄文

時代前期・中期の細年として前期’２型式、中期１０型式

が設定されている。現在の前期・中期の土器編年表は，江

坂輝禰氏や，村越潔氏，佐藤達夫氏などの努力によるもの

が人である。東北地方南部地域では，IMj期１２咽式，’'１期
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１０型式が編年されており，前期・中期の２千ｲ|皇の時空の

基準になっている。今後益々粘度を高めて，過ＩＦな咽式細

分へと進化するであろう『，

今回の標題の背景には，最近の埋蔵文化財発帆11洲査に

より，特別史跡三内丸山遺跡など臨海型大規模拠点集落

が明らかになり，縄文時代の発展期が捉えられたことがあ

る。この文化の高揚期に''1筒土器文化が出現するが，しか

し，その初期の状態が明らかでなく，その前後の様相はｲく

明な点が多い｡

土器を指標として考えられることは，例えば，①文様の

中に広域性を示すものがある，②地域性で新|||継統する文

様がある，③南部からの移動により北部で|可時併存する場

合がある，④地域で同時併存し，州互の影響により新しい

文様が発生する場合がある，⑤自然環境の変化（異常気象，

火'１１噴火）で生活が長年にわたり影郷を受け，新しく土器

が誕生する，などが考えられる。

東北地方北部の前期中葉の円筒式土器が出現する直前に

は，八戸市長七谷地貝塚から出土した長七谷地III群土器

が存在した。この土器と関連する上器は，北方では，北海

道渡島半島から道央部の桔梗野式上器と道東の網文式土

器と呼称されている土器群である。東北地方以南では，ま

ず長七谷地Ⅲ群土器が青森県から岩手県北部まで広がり，

東北地方南部では上名川（２）式土器や桂浜式ｔ器などが

あり，関東地方では花積下層式土器が併行関係として考え

られている。次に継統する土器咽式としては，東北地方北

部では早稲田６類土器と表館式土器がある。このlllij型式

の土器は，これまで新旧が問われてきたが未だに結論が出

ないままである。ｌ呈器の分布からみると表餅式ｔ器は|f陳

の関山Ⅱ式土器を些にしている。関山系土器の分布は広く，

東北地方南部の福島県小商町宮HIu塚の宮|||ⅡI式土器と

大水１式土器や，北海道々 |何祁の春I111IJ式土器など，一巡

の共通し類似する文様をもつ土器僻が南北に広がりをみせ

ている．この広搬に広がる土器文様のほか，縄文文様のみ

の土器や，撚糸文だけの土器など，多様な土器があり，ｉＩ１ｊ

型式の土器やlLl筒下屑ａ式土器までの間に，土器編年に組

み込まれない多様な土器があり，今後新||｣を胴位学的/J法

と型式学的方法で土器編年に位i聞づける作業が必典である．

東北地方北部におけるＨ筒土器文化の誕生の要因を考える

とき，岐古に位世する''1筒下|凶ａ式土器と火北地方南部の

大水式土器との併行関係は，山内清ﾘ1氏が設定した「''1筒

下屑ａ式土器一大水１式」なのか，その後，佐藤述雄氏

などが設定した「111筒下ﾙﾘａ式土器一大水Ill式」なのか，

現在検討が進められている．

武藤康弘氏（1991年）は，これらの前11川の土器とその

問題点を糖理した。それによると，出土辿物から導かれる

ものとして，①三戸郡階｣-仙川庫遺跡では，’'1筒下ＩＷａ式

と火水２ａ式が併行関係を示しており，②秋Ⅱ|県仙北郡協

ｆⅡllIIlニノ'11Ⅱ辿跡と1櫛秋H1郡井川'111大野地遺跡では，円

筒下ｈｊ１ｂ式と大水４式が併行関係を示している｡また，相

原淳一氏は，帥此県三神|峰遺跡の発掘調査から火ﾉ|くＺａ式

を３つにﾙ|||分している。その巾で，円筒下Ｉｗａ式とｂ式に

紡節lul転文がiﾐ体的に施文されているところから，火水Ｚａ

式の細分の｢'１に三神|||f遺跡第１１Ｗ出-ｋ土器を対比してい

る。’'1筒下胴ｂ式上器の隆帯に関しては，入木Ｚａ式の後

半の変化に対応させている。これに対して不整撚糸文の出

４，ｌや要紫は編年学的な対比の指標とは成りえないとし，そ

の恥111として，火水式土器の岩手県と秋'１１県における分布

と，秋ｌｌＩ県lミノ'１１Ⅱ遺跡や，大野地遺跡，長者屋敷遺跡

の出土資料など，il1jIW』式のいずれにも分類が|水l難な独特な

土器群が存在することをあげている。また大野地遺跡から

出|Zした''1筒下Ｍｂ式の11頚部文様に大木４式の文様が

施文されていると言われている。ijf森県三)f郡福地村に所

在する館野遺跡から州土した隆柵区ilIliされた｢l頚部文様に

は，枇方lfIjに菱形に木'二|状撚糸文が施文され，隆補下に同

様の文様が施文されている。これを火水Ｚａ式の木目状撚

糸文とみることもできるがこのような違いは，遺跡の地

域性や地理的条件，文化の混透性などの違いが反映され

ているものとも思われる。武藤康弘氏は，円筒下胴ａ式土

器にj,,』られるi三体的文様の結節Ⅲ転文と，胴部文様，器形，

底祁などをもとに，一地域における|｣l筒下層ａ・ｂ式と大

水２ｂ・３．４式が併行関係にあるものとする。

これまでは土器咽式を中心に紹介してきたが，東北地方

北部では，土器型式の変進に関連して，十和田中撒テフラ

(Tb_Ｃｕ）がある。これまで東北地方東北部ではＴ１ｏ－Ｃｕの

上下のⅣ1に辿物と辿構が発兄され，その年代と土器型式が

Iﾘlらかになってきた。その年代測定仙と，士器型式，最近

のⅢ〔北地方北部の4ｉ例を紹介し，特に円筒下胴ａ式ｔ器と

To-Cuの上下から発見された土器について紹介した。東北

地方北部における巾抑浮石の下部から州土した土器群の中

で鮫も時|川＃1位|Ｗに接近する土器は大水Ｚａ式土器と考え

られる”１２部においては円簡|ぐ胸ａ式土器である，この中

で火水Ｚｂ式１２器と白雁式上器の|||土例が今後注意されな

ければならない土器群である”型式学的に吟味しなければ

ならない上器群として武藤（1988）の第１類～３類土器

といった-'1器鮮がある。

十和H|｢'１抑テフラの降下が当時の純文時代の円筒土器文

化に与えた形郷はどんな形で受けとめられたのか，火111噴

火と細文社会，そこには計り知れない緒ﾈ''1性への影響があ

り，この延長線に特別史跡三内刈ｌｌ辿跡の誕生と発展があ

ると言う蛎火を見棚め，より－１吋文化の動体と消長への思

考を深めていく必嬰がある”

この庇，世|特別史跡三内丸山遺跡を明らかにするための



東北地ﾉj北部のＨ筒式・大木式土器編年と｜和IIlIl1抑テフラ（Tb-Cu）|Ｗについて（Ilj川金丸）
１４９

特別研究推進蛎業として総合研究「'11筒土器文化の形成と
変容，終潟」の代表辻誠・郎氏に対して，総括荷として敬
忠と感謝を申し上げるものである。｜Til氏は．これまで，三

内丸''１遺跡の発掘調侭に参jlllして,遺跡の川ｔ遺物から「生
態史研究」や「較11州年代編年友」作成など研究成果を
進股させている。

今ｌｌｌｌの課題を、考TIi学との学際的研究の一環としてｉ内
丸''1遺跡の解明を面したものと推察した。拷古学ではl器

細年表や集落構造の研究など，それぞれの分野で研究が
行われてきたが，その成果やlUl:究の成熟度も進股の迎庇も．
いまだの感が強い。ここからが|||発であろう。執躯を終え

るにあたり，福lH友之氏、’''１１洲氏から大変お|||:話にな'）

感謝申し上げる。
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